
 

 

 

 

 

 

主体的な学習 
 

                        校長  杉田 正穗 

１学期が終わり、いよいよ夏休みが始まります。有意義な夏休みにするためには目標をたて、実行して
いくことが大切です。２１日（金）からの三者面談では、この１学期に皆さんが頑張れたこと、成長したこと
が伝えられるでしょう。一方で「ここが変われば良いでしょう」というお話しも出るかもしれません。「よしっ」
と思った人は目標をたて、実行してください。 
さて、全校朝礼でも話しましたが、「定期考査の総まとめ」をしてみましたか。定期考査は先生が評価・

評定を決めるために実施するのではなく、皆さんのこれまでの学習を振り返るために、年間に４回行って

います。どこができなくて、どこはわかっているか、この単元で何を学んだか、何を学べば良かったかを自
己分析する力が次への学習に必要となります。通知表にある「主体的に学習に取り組む態度」の評価は
そうした力を見取ったものです。したがって、「期日までに提出物を出せたか」「静かに授業を聞いている
か」などが評価されるものではなく、自分の課題に気付き、どのように学習に取り組めばよいか、そして、
取り組んで結果を出すことが評価されます。 
「主体的・対話的で深い学び」という言葉を聞いたことがありますか。これは今、求められている学習で

す。その授業改善として先生方は一方的な講義形式で教えるのではなく、生徒が主体的に学習できる授
業形式にしています。体験学習や問題解決学習、調べて自分の考えを発表する学習、グループディスカ
ッション型学習など先生方は工夫を凝らして、生徒が自ら学習に取り組める授業を行っています。 
この学習方法をとっているのは、生徒の皆さんの将来や日本の社会状況と深い関わりがあります。日

本は少子化が進み、労働力として多くの外国人を受け入れていかなければなりません。また、日本人が国
内に留まらず海外市場に出て行かなければならなくなり、たくさんの人が海外で活躍するでしょう。その

ためには考え方や習慣、言語などが異なった人と関係を築く力が必要です。さらに、ChatGPT（チャット
GPT）等の生成型 AI の発達により、今ある仕事の半分がなくなり、その結果、半数の人は今存在しない
新しい職業に就くことが予想されています。そうなると仕事を進める上で、未だ解決したことのない問題
にたくさん出会うことになります。答えを教えてくれる人はいませんから、自分で取組の見通しを立て、解
決していかなければなりません。つまり、知識としての学力ではなく、自ら考え、判断し、解決する学力が
求められます。大学入試も知識だけでなく、コミュケーション力や判断力、問題解決力を問う入試がスタ
ートしています。日々の学習で一人一人が主体的に学ぼうとする姿勢をもつことが重要です。そのために
も、この夏休みは各教科のどこはわかったのか、どこができなくて、どのようにすればよいのかを自己分

析しておきましょう。 
 

令和５年度 １学期は授業だけでなく学校行事を通して、自主性や自己有用感をもたせる教育活動を
進めてきました。特に運動会では生徒主体（企画や当日の運営など）の行事となり、観ている人に感動を

与えてくれました。多くの保護者の方にも応援いただき盛り上げることができ、うれしく思っております。
「みんなが楽しめる運動会にしよう」という目標が達成でき、３年生にとって最後の運動会が大成功となっ
たのではないでしょうか。 
夏休みには１年生でイングリッシュキャンプ（参加希望生徒）があり、２学期になると１年生は校外学習、

２年生は校外学習や職場体験、３年生は修学旅行があります。こうした学校行事は子どもたちの成長に
欠かせないものであり、２学期の合唱コンクールも生徒が主体となって実施していきます。運動会と同様
に感動を味わえる日となることを期待しています。 
４２日間という長い期間の大部分を、学校を離れ、家庭や地域で過ごすことになります。生徒には夏休

みに目標をもたせ、規則正しい生活を送るように指導しておりますが、保護者や地域の皆様におかれまし
ても子どもたちに助言をしていただき、健全育成にご協力をお願いいたします。 

 

練馬区立大泉学園中学校 
校長 杉田 正穗 

令和５年７月１９日発行 

03-3925-4492 



練馬区の施策である「生徒海外派遣」が今年度より再開されました。区内３

３校の代表生徒（男女１名ずつ）がオーストラリアのクイーンズランド州にある

イプスウィッチ市という親善友好都市に１週間弱滞在するというものです。令

和５年度は、３年生の生徒２名が派遣候補生として学校より推薦され、６回に亘る研修会を経て、派遣生として現地

を訪問することになります。期間は７月２３日（日）から３０日（日）です。かつて派遣生として参加した卒業生は、そ

の後の進路を国際交流に変更したということもあるくらい、この海外派遣は「人生の転機」ともなる大きな出来事で

す。２人には海外での経験をしっかりとまとめ、９月以降その体験報告をしてもらうことで本校生徒全員の国際感

覚を高めることもねらいの１つとなっています。ぜひ多くの学びを経て成長してきてください。全校挙げて応援して

います！ 
 

夏休み中、三者面談や部活動を除くとお子様は登校することがあ

りません。長い休みの中で何かご心配なことがありましたらすぐに学

校にご相談ください。ただし、閉庁日である８月１４日（月）、１5日（火）

と土日祝日は学校の固定電話がつながりません。学校配備の携帯電

話を副校長が所持しておりますので何か緊急のご用件がありましたらそちらにご連絡ください。特に事故や事件に

巻き込まれた場合は区教委に連絡し、対応を協議する必要がありますので、速やかにご連絡ください。 

携帯電話 ０８０－７７９８－３１７３（土日祝や閉庁日は朝９時～夕方５時） 
 

 

敬称略 

陸上競技部 

第６２回東京都中学校総合体育大会陸上競技大会 

男子共通走幅跳 予選 ３年生 ５ｍ８６ 

女子共通 100mH 決勝 ４位 ３年生 14秒 89  ８位 ２年生 15秒 61 

女子共通4×100mR 予選 ３年生、２年生 53秒 93 

バレーボール部 

練馬区夏季総合体育大会予選  

対開進三中 〇2-0 対三原台中 〇2-0 対石神井西 〇2-0 決勝進出 

 

練馬区夏季総合体育大会決勝  

対光が丘一中・旭丘中 〇2-0 対田柄中・都立大泉附属中 〇2-0 

対東京女子学院中   ●1-2 

第２位でブロック決勝に進出 

 

第３ブロック中学校バレーボール総合体育大会兼選手権大会 

Ｄトーナメント 対松渓中 〇2-0 対東京女子学院中 ●0-2  

Ａトーナメント 対中村中 〇2-0 対高井戸中    〇2-0 

順位決定トーナメント 対田柄中・都立大泉附属中 ●0-2 

野球部 練馬区夏季総合体育大会ベスト 16 対練馬東中 〇10-0 対石神井西中 ●3-9 

サッカー部 

練馬区夏季大会 

リーグ戦 対早大学院中 ●1-2 対都立大泉附属中 △0-0 対光が丘三中 ○9-0 

決勝トーナメント 対武蔵中 ●0-5 （一回戦敗退） 

◇夏季休業中の主な予定◇ 
7月 21日（金） 夏季休業日始 三者面談始 7月 23日（日）～25日（火） イングリッシュキャンプ（１年） 

9月 11日（金） ２学期始業式 9月 14日（月） 学年朝礼・学校公開週間 

9月 15日（火） PTA常任委員会 9月 17日（木）～9日（土） 修学旅行（３年） 

9月 19日（土） 土曜授業・区一斉防災訓練 9月 11日（月） 全校朝礼・安全指導 

9月 12日（火） 校外学習（２年） 9月 15日（金） 生徒会役員選挙 
 

各部活動の大会結果 

海外派遣の再開 

夏休み中の学校への
連絡について 


